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スラグと石膏を主原料とした環境浄化型の
土壌固化材の開発

■研究の概要

■研究の成果
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■研究の項目

建設現場で発生する建設汚泥の固化において、有害物質の溶出等の問題がない土壌固化材の
開発が求められています。無機系廃棄物を有効利用した中性領域で固化する固化材として廃石
膏ボードやスラグの利用が考えられていますが、環境基準を上回るフッ素イオンが溶出するた
め、実用化に至っていませんでした。本研究では、廃石膏ボードおよびスラグに含有される
フッ素等の有害成分の不溶化技術の開発を行い、土壌固化材の開発を行いました。

① 微量有害物質の検出技術 ② 有害物質の不溶化技術 ③ 無機系資源の固化技術

① 土壌固化材の開発により、大量に発生する建設汚泥や浚渫土等の固化が可能となります。

② スラグ等の無機系廃棄物の大規模なリサイクルが可能となります。

③ 建築資材等への利用も可能となります。

④ 特許出願中

豊富な無機資源として活用

（安定供給、リサイクル）
【土壌固化材への応用】

フッ化物イオンの溶出を低減する固化材
環境基準値： 0.8ppm 以下

・ 固化技術

・ 有害物質の不溶化技術

無機系個化材のフッ素溶出量

施工現場（建設汚泥の固化）

スラグ

固化材を使用した汚泥のpHおよび重金属イオンの測定結果

軟弱汚泥に固化材を（５～10％）添加
高ｐH（ｐＨ10以上） → 中性領域（ｐH7～9程度）
重金属イオンの溶出；環境基準値以下

石膏ボード等

中性領域で固化

無機系廃棄物

試料 ｐH 六価クロム化合物（mg/L) 性能

汚泥A　＋　エコソイル（８％） 9.0 0.010 ○
汚泥A　＋　高炉セメント（８％） 11.8 0.043 △
汚泥B＋　高炉セメント（5％） 10.6 0.078 ×

環境基準値（六価クロム化合物）；0.05（mg/L)

性能；○；良好(使用可）, 　△；劣る（使用可）,　×；使用不可


